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Processor

　創部４年目で歴史の浅い商業部が、県大会団体
の部で強豪・大河原商業高を抑えて優勝。初となる
全国大会への扉を開いた。さらに、個人の部では１
位、２位を佐々木と千葉が独占した。大会は配られ
た原稿を10 分間の制限時間内に打ち込み、速さと
正確性を競うもの。県大会で優勝すると全国大会、
４位までは東北大会の出場資格が与えられる。
　「全国大会の成績は55 校中46 位。創部したころ
の成績は、県内でも下から数えた方が早かった。そ
れが、昨年は東北大会に出場するまでになってい
た。休まずに部活に来たことが上達した要因」と顧
問の宇都宮先生は分析する。
　「東北大会に２年連続で出場すること」が合言葉
だったという５人。全国大会に行くことになると
は思っていなかった。部長の千葉は「優勝は、もち
ろんうれしかった。でもそれ以上に、引退が伸び
て、このメンバーで少しでも長く部活を続けられ
たことがうれしかった」と笑う。努力の継続が大き
な力となり、商業部に新たな歴史を刻んだ。
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Art

　昨年は、県高校美術展でも入賞せず、悔しい思い
をした伊東。文化部のインターハイ「全国総文祭」
の美術・工芸部門の会場だった宮城県美術館で、
全国のレベルの高い作品を目の当たりにした。「こ
こに自分の作品も飾られたい」。大きく刺激を受け
た伊東は、その年の秋から総文祭出展を目標に制
作を始めた。イメージ通りの表現ができず何度も
描き直す日々。全く筆が進まない日もあった。「悩
んでも、逃げずにクリアしていくのが彼女の強み」
と顧問の阿部先生は振り返る。４カ月かけ、描き進
めてきた伊東の油絵は完成した。作品のタイトル
は「日常」。生活の中で、靴を取り出す無意識の動作
に、あえて意識を向けた。
　県展では優秀賞を受賞、念願の総文祭に出展す
る10 点に選ばれた。「素直にうれしかった。家族や
友達が喜んでくれたことがさらにうれしかった」。
作品の完成を決めるのは自分次第。「どこまで描く
か悩むことも多いが、納得できるところまで描き
たい」。伊東はこれからも絵と向き合い続ける。

Athletics
Hurdles

　「目標は、県大会出場だった」とテンポよく話す
佐々木。ハードルを始めたのは、市大会の１カ月
前。母親が学生時代にハードルをしていたことも
あって、自ら80㍍ハードルへの出場を志願した。学
校では、スタート位置から1台目のハードルまで
の距離を、スピードを加速させながら歩幅を合わ
せる練習を繰り返した。
　「常に体を低くして、速く跳ぶことを意識した」。
持ち前の瞬発力とリズミカルなスピードで記録を
伸ばし、市、県大会共に優勝、全国出場を果たす。
　目標以上のステージに立った全国大会。気持ち
を奮い立たせた佐々木は、予選で自己ベストの13
秒01をマークしたが、決勝でゴール手前のハード
ル３台を残し転倒してしまう。しかし、「決勝では
自分の力が出せなかったけど、全力で走り切った」
と雲一つない青空のようにほほ笑む。「中学に行っ
たら陸上部に入部し、ハードルがしたい」。専門的
な技術を学び、誰よりも速くゴールしたいと新た
な目標を決めた佐々木は、さらなる高みを目指す。

Bicycle

　県大会個人の部で１位から５位までを独占し、
３年連続で団体優勝を果たした北方小自転車クラ
ブ。毎日違う目標を立て、堅実に練習を積み重ねて
きた成果が、実力と自信につながった。
　大会は、交通規則や自転車の安全な乗り方など
の問題を解く学科、信号がある交差点の右左折、横
断歩道の渡り方などを審査する安全走行テスト、
Ｓ字走行やジグザグ走行などの熟練度をチェック
する技能走行テストの実技で競う。全国大会には、
47チーム188人が参加。会場を埋め尽くした参加者
と観客数に戸惑う５人だったが、「大会が始まれ
ば、いつもどおり集中できた」と６年の佐々木（歩）
と５年の千葉は、実技で満点を取る。しかし、総得
点で振るわず、団体の結果は34位に終わった。
　「昨年よりいい成績が出せた。後輩は来年もチャ
ンスがあるので、頑張ってほしい」と話す佐々木
（歩）と安藤。佐々木（杏）、千葉、遊佐は口をそろえ
「学科が課題。チーム全員でいい点数を取り、来年
はさらに上位入賞を狙う」と意気込みを見せた。


